
構成的グループ・エンカウンターのリーダー効果尺度作成の試み

○岩田 将英 (鳴門教育大学大学院)

葛西 真記子(鳴門教育大学)

〔目 的〕

本研究は構成的グループ・エンカウン

ター（以下，SGE）を実施したことに
より現われる教師の効果を測定する尺度

の作成をおこなう。

〔方法と結果〕

1．質問紙作成のための予備調査
現職教員 26 名を対象とし，2006 年 8
月に「SGE を展開して、あなたにとって
役立ったと思えることは何ですか？」と

いう内容を自由記述で尋ねた。その結果，

教師のリーダーシップや効力感，自他理

解などの回答が見られ，それらを整理し

て 52 項目からなる質問紙を作成した。
2．本調査
現職教員 234名（男性 85名，女性 146
名；小学校 152 名，中学校 37 名，高等
学校 29名，特別支援学校 6名，その他 5
名；平均年齢 42.2 歳，SD8.6 歳；教職
経験平均年数 18.8 年，SD8.9 年）を対
象とした。調査時期は 2007 年 2 月～ 6
月であった。主因子法・プロマックス回

転による因子分析の結果，「教育に対す

る情熱（以下，『情熱』）」（α=.82），「学
級を経営する自信（以下，『自信』）」（α

=.77），「職場での適応（以下，『適応』）」
（α=.66）の 3因子（累積寄与率 38.8%）
を得た。

下位尺度得点を基に SGE の実施頻度
（無し・低頻度・高頻度 [月 1 回以上実
施]）による比較を 1 要因の分散分析で
行った結果，有意な群間差が見られ(「情
熱 」 (F(2,217)=3.57,p<.05)，「 自 信 」
(F(2,209)=6.31,p<.01))， Turkey の HSD
法（5%水準）による多重比較を行った
ところ，2 つの下位尺度とも高頻度＞実
施無になった。また SGE 研修参加経験
による 1 要因の分散分析を行った結果，
有 意 な 群 間 差 が 見 ら れ (「 自 信 」
(F(2,211)=5.61,p<.01))，多重比較を行っ
たところ，SV（スーパーバイズ）有＞ SV

無＝参加無になった。次に実施頻度×(性
別・校種・教職年数・年齢・研修参加経

験 )を独立変数とし，3 つの下位尺度を
従属変数とする分散分析の結果，「自信」

について有意な交互作用がみられた

(F(4,201)=2.51,p<.05)ことから，単純主
効果の検定をおこなった。その結果，SV
有 群 に お け る 頻 度 の 単 純 主 効 果 は

(F(2,201)=5.61,p<.01)であり， 多重比較
を行ったところ，高頻度＞低頻度になっ

た。高頻度群おける SV の単純主効果は
(F(2,201)=6.47,p<.01)であり，多重比較
を行ったところ SV 有＞ SV 無＝参加無
であった。したがって SV 有群で高頻度
の教師は，「自信」が高いことがわかった。

〔まとめと考察〕

「教育に対する情熱」と「学級を経営

する自信」因子において高頻度＞実施無

であったが，SV 無群，研修参加無群は
頻度による有意差が無かった。また，SV
有群でも実施無，低頻度では SV 無群，
研修参加無群と有意差が無かった。つま

り SV と継続的な SGE の実施には効果が
あると考えられる。「職場での適応」に

ついては有意差が無かった。以上のよう

に SGE を実施した教師の効果は発見さ
れたが，実施と効果の因果関係や他の尺

度との関連については今後の課題とする。
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